
　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
信
任
を
い
た
だ
き
、
２
期
目

の
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、

そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

１
期
目
を
振
り
返
っ
て

　

１
期
目
の
４
年
間
は
、「
６

つ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
７
つ
の
重
点
施
策
」
を
掲
げ
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
開
設
や

国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
、

銚
子
連
絡
道
路
の
延
伸
に
よ
る
産

業
用
地
整
備
に
お
け
る
事
業
化
検

討
パ
ー
ト
ナ
ー
が
決
定
す
る
な
ど
、

施
策
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
匝
瑳
市
の
将
来
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
ま

た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
財
政
健

全
化
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
財

政
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

　

２
期
目
の
市
政
運
営
に
当
た
り
、

引
き
続
き
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
の
も
と
、
重
点
施
策
を
前

へ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
市
民
病
院
の
建
て
替
え
整
備
を

は
じ
め
と
す
る
「
健
康
で
生
き
が

い
を
持
ち
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」

②
風
水
害
対
策
な
ど
災
害
に
強
い

ま
ち
を
築
く
「
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

③
子
育
て
環
境
の
整
備
や
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る

「
い
き
い
き
と
暮
ら
す
子
育
て
と

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

④
銚
子
連
絡
道
路
延
伸
に
よ
る
産

業
用
地
整
備
、
脱
炭
素
先
行
地
域

の
実
現
と
連
動
し
た
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
「
未
来
へ
夢
と
希

望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」

⑤
農
業
の
担
い
手
育
成
や
商
工
業

者
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
図
る

「
農
林
水
産
業
と
商
工
業
の
発
展

を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
」

⑥
財
政
健
全
化
の
推
進
や
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
協
働
に
よ
る
「
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組

む
ま
ち
づ
く
り
」

　

今
住
む
人
が
幸
せ
に
暮
ら
し
、

若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
住
み
続
け

る
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

こ
れ
ら
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

３
つ
の
基
本
姿
勢

①
「
市
民
と
の
対
話
に
よ
る
開
か

れ
た
市
政
運
営
、
行
政
の
取
り
組

み
を
見
え
る
化
」す
る

②
「
地
域
経
済
を
活
性
化
！
地
域

資
源
を
フ
ル
活
用
し
、
磨
き
を
か

け
て
全
国
発
信
」す
る

③
「
前
例
を
打
破
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
行
政
へ
転
換
」す
る

　

今
後
も
３
つ
の
基
本
姿
勢
を
も

ち
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
力
に

換
え
「
挑
戦
す
る
ま
ち
、
誇
れ
る

未
来
」
へ
、
粉
骨
砕
身
の
覚
悟
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宮
内
康
幸
市
長
が
２
月
９
日
、
選
挙
後
初
登
庁
し
、
２
期
目
の
市
政
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
玄
関
前
で
花
束
を
受
け
取
っ
た
宮
内
市
長
は
、「
市
民
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
粉
骨
砕
身
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
、

２
期
目
に
向
け
て
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

匝
瑳
市
長　

宮

内

康

幸

宮
内
市
政 

２
期
目
が
ス
タ
ー
ト

皆
さ
ま
の
声
を
力
に

「
挑
戦
す
る
ま
ち
、
誇
れ
る
未
来
」へ

職員から花束を受け取る宮内市長（左）
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勤
務
先
や
学
校
な
ど
自
宅
か
ら
離
れ
た

場
所
に
い
る
と
き
に
大
規
模
な
災
害
が
発

生
す
る
と
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行
停
止

や
道
路
の
交
通
規
制
な
ど
で
、
帰
宅
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
と
き
に
、
多
く
の
人
が
一
斉
に
徒

歩
で
帰
宅
を
始
め
る
と
、
火
災
や
建
物
か

ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
優
先
さ

れ
る
べ
き
救
助
・
救
急
活
動
の
妨
げ
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
災
害
発
生
時
は
、
む
や
み

に
移
動
を
始
め
ず
、
落
ち
着
い
て
身
の
安

全
確
保
や
情
報
の
収
集
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
家
族
間
で

安
否
確
認
の
方
法
を
話
し
合
う
な
ど
、
日

ご
ろ
の
備
え
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課
消
防
防
災
班
☎
73
・
０
０
８
４

災害が発生したら
●自分の身の安全の確保を第一に
●職場や集客施設などの安全な場所に待機す
る
●災害用伝言サービスを活用して、家族の安
否や自宅の無事を確かめる
●スマートフォンやラジオなどを利用して、
交通情報や被害状況を入手する

日ごろからの準備を
●家族間で安否確認の方法や集合場所を決め
ておく
●職場などに歩きやすいスニーカーや懐中電
灯、手袋、飲料水や食料などを準備しておく
●携帯電話の充電器やモバイルバッテリーを
持ち歩く
●職場などからの帰宅経路のコンビニやガソ
リンスタンドの場所を確認しておく
※千葉県はコンビニやガソリンスタンドなど
と徒歩帰宅支援協定を締結しており、災害時
に水道水、トイレや交通情報などの提供を可
能な範囲で受けられます。

　

大
規
模
災
害
で
は
交
通
機
関
が
機
能
し
な
く
な
り
、
移
動
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
場
合
、
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、
身
の
安
全
の
確
保
や
情
報
収

集
な
ど
に
徹
し
ま
し
ょ
う
。

む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、

落
ち
着
い
た
行
動
を
。

＼災害発生時の心得／

定期的に受信機を確認
　防災行政無線の戸別受信
機は、停電時でも使用でき
るように乾電池を入れるこ
とができます。
　受信機を定期的に確認し、
古くなった乾電池（１年以
上経過したもの）は、早め
に交換しましょう。
※貸与の希望、不要になった場合の返却、うまく受信で
きない場合などは、総務課消防防災班（☎73－0084）
までご連絡ください。

避難場所や自宅付近の危険箇所をチェック

　市で配布している「津波・土砂災害ハザードマップ」
と「洪水ハザードマップ」には、市内の水害や津波およ
び土砂災害が想定される区域の他、避難場所などの情報
を掲載しています。
　日頃の防災対策として、自宅付近の危険箇所や避難場
所を確認しておきましょう。

　ハザードマップ
は、市役所や野栄
総合支所などで配
布しています。

防災メールの登録を

　市では、防災情報などを携帯電話やパソコンにメール
で配信する「匝瑳市防災メール」を運用しています。
　防災情報の取得手段として、ぜひご利用ください。
◆配信内容
　気象情報、避難情報などの防災情報、地震に関する情
報（震度３以上）、津波に関する情報、国民保護情報な
ど
◆登録方法
　「t-sosa@sg-p.jp」に空メール
を送るとメールが届きますので、
案内に従って、登録手続きを行
ってください。

、

防災行政無線戸別受信機

◀
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
場
合
は

こ
ち
ら
か
ら

▼津波・土砂災害ハザ
ードマップと洪水ハザ
ードマップ

防災行政無線受信機やハザードマップを確認
もしもに備えて
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